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会 議 要 旨

会 議 の 名 称 令和４年度第１回川越市社会福祉審議会

開 催 日 時 令和４年５月１１日（水）１４時～１５時１０分

開 催 場 所 川越市環境プラザ ３階 研修室

出席者（委員） ４１名

欠席者（委員） ９名

傍 聴 希 望 者 １名
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会

議

次

第

１ 開会

２ 議事

（１）令和３年度事業報告及び令和４年度事業予定について

① 全体会・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１

② 民生委員審査専門分科会・・・・・・・・・資料２

③ 地域福祉専門分科会・・・・・・・・・・・資料３

④ 身体障害者福祉専門分科会及び同審査部会・資料４

⑤ 児童福祉専門分科会・・・・・・・・・・・資料５

（２） 市の社会福祉関連施策について

① 子どもの居場所づくり事業について・・・・・・・資料６

② 川越市子ども家庭総合支援拠点について・・・・・資料７

３ その他

４ 閉会

配 布 資 料 別添のとおり
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議 事 の 経 過

事務局

福祉推進課長

福祉推進課長

福祉推進課長

障害者福祉課長

こども政策課長

こども育成課長

委員長

こども育成課長

委員

１．開会

・過半数の委員出席による会議の成立の報告

・会議資料の確認

・変更した委員の紹介

・事務局職員紹介

・委員長挨拶

２．議事

⑴令和３年度事業報告及び令和４年度事業予定に

ついて

① 全体会

② 民生委員審査専門分科会

③ 地域福祉専門分科会

④ 身体障害者福祉専門分科会及び同審査部会

⑤ 児童福祉専門分科会

○資料１～５に基づき全体会、各専門分科会及び審

査部会について各所管課から報告を行う。

⇒質問・意見は特になし

⑵市の社会福祉関連施策について

① 子どもの居場所づくり事業について

○資料６に基づき、説明を行う。

質疑応答

●この事業を主催し運営しているのはこども育成課

であるが、活動を行うのはボランティアという理

解でよいか。

⇒お見込みのとおり。事業主体はこども育成課で、

開設時間に登録しているボランティアの方々に見

守りをしてもらうということである。

●子どもたちの移動は自転車や徒歩が多い。雨天時

に備え、「すくすくかわごえ」駐輪場に屋根をつけ

ていただきたい。また、最近はスマホを持つ子ど

も増えている。同施設に Wi-Fi の設置を検討して

いただきたい。

⇒駐輪場の屋根については、すぐに設置することは
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こども育成課長

委員

こども育成課長

こども家庭課長

委員

こども家庭課長

委員

こども家庭課長

委員

こども家庭課長

委員

難しい。また Wi-Fi に関しても、すぐには難しい。

財政的な面も考慮し、設置できるよう今後検討し

ていきたい。

●オープン時期について、具体的にはいつ頃の実施

を目指しているのか。

⇒ボランティア向けの説明会を５月末に予定してい

る。ボランティアの方々との調整をし、６月中に

はオープンさせたいと考えている。

② 川越市子ども家庭総合支援拠点について

○資料７に基づき、説明を行う。

質疑応答

●コロナ禍において、虐待の件数が増えていると聞くが、川

越市の状況はいかがか。

⇒川越市においても、過去５年の数値を見ると増加傾向にあ

る。最近の特徴として、心理的虐待（子の面前で夫婦喧嘩）

等がある。

●設置形態について、どのような職員が虐待に対応している

のか。

⇒社会福祉士や家庭児童相談員が配置されている。

●同じく設置形態について、「安全確認対応職員」はなしとな

っているが。

⇒国の要綱上、必置ではない。状況により配置を検討するこ

ととしている。他市では、元警察ＯＢなどを非常勤として置

いている例がある。

３．その他

●①障害者総合支援法にとっての政策がどうであったかとい

うことが社会福祉審議会の中では、見えてこないものなの

か。それは、組織上のシステムの問題なのか。高齢者の問

題がみえづらく、それはどこか別のところに任せているの

か。

②福祉関連の予算削減を進めないでほしい。行財政アクシ

ョンプランの中で、見直し・検討されているものもあるが、

コロナ下での予算の削減は、厳しいものがある。

③コロナ下において、対面での会議が減っていて、多くの
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障害者福祉課長

委員

福祉部長

委員

こども政策課長

委員

福祉部長

委員

会議で書面決議がされているが、福祉部の肩書きで説明す

ることがほぼないまま進んでいる。当事者のいない場で審

議がなされて福祉の予算削減が進んでいるが、どうなのか。

⇒①②行財政アクションプランは、市全体の取り組みの１つ

として組み入れられているものであり、当課が先導してい

くという感じではない。市の枠組みの１つとして検討中で

ある。分科会に関しては、身体障害者に焦点が当たってい

るが、知的障害者・身体障害者等に関しては、障害者施策

審議会の場で審議・検討される。現段階では、７月に対面

で開かれる予定である。

③当事者の声は、秋ごろにアンケートを行い、障害者支援

計画をつくる際に反映させる予定である。

●①やはり予算の削減はしないでほしい。コロナ下で社会的

弱者にとっては非常に厳しい。

②オンラインでの会議のシステムが進むように努めてほし

い。

⇒障害また高齢の部分で、経常的経費がかなり出ていて、ど

こかを削らなければならない。現在は検討段階中であるが、

何かは削られて、その分を他のところに充てていくという

ことをご理解いただきたい。

●公立保育所のあり方について意見公募の後に審議されたと

あるが、行財政アクションプランについての意見公募の内

容に関して、審議されたのか。また、審議の結果は、発表・

公開しているのか。

⇒公立保育所のあり方についてとアクションプランは、別に

策定し、どちらも意見公募をしている。公立保育所のあり

方についての意見はなかった。

●福祉関連の予算等の削減について、削減しないでほしいと

いう意見が多くある。それらの意見に関して、どこで審議

し、その結果は公表しているのか。重度障害者についての

補助ということである。

⇒頂いた意見に関しては、各課で対応し、中心課である行政

改革推進課でまとめて、市のホームページに掲載されてい

る。

●市のホームページに結果は掲載されているが、寄せられた

パブリックコメントについて、その内容はどこでどのよう

な審議がされて、その結果どうなったのか。
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こども未来部

長

⇒福祉関連の事業に関しては、庁内の行財政改革推進委員会

で、今後の施策のあり方について協議していく。福祉関連

の施策にかかる予算は、国のほうでも整理する必要がある

と思うが、医療や介護にかかる予算が増え続けている中で、

社会保障も行いながら教育や道路関連など他の多くの事業

にも予算を均等に配分しなければならない。それぞれの事

業に対して、最適な予算配分になるように調整・検討中で

ある。

４．閉会


